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豊璋は西を見つめて今日も涙した。 
皇居の高殿からははるか〇-らなる 
山々しか見ぇないが、豊璋の目は そ 
の向こぅをみつめている。 

怒濤 さかまく海と、その海を/だ 
ij 生まれ故郷 I 、豊璋 は朝鮮の 
百済の王子なのである。日ましに矣 
悪の度を加ぇていく日朝の間柄の中 
で たた一つ大和 朝廷に恭順を誓ぅ 
百済は、その証拠として畢の豊璋 
を人質にさし出していたのである。 

当時、朝鮮半島は 大きく三つの国 
に分かれていた。すなわち、百済、 
高句麗、そして新羅である。 '• 

ついこの前まで、この朝鮮の国々 
は大和朝廷と深い親交関係があっ卜こ P 


1というより、何度ものベたよう 
にこの 両方の民族は 同じもので、'い 
わば親類関係に ぁったのだ。 

それが ここ十 年 ばかりの間に、新 
羅を中心に朝鮮半島の態度は 日に日 
におかしくなって.いった。すなわち、 
大和 朝廷と少しずつ分離していくと， 
同時に、陸つづきの大国•唐との間 
に親しさを増していったのである。 

新羅では六 四九 年、服制を唐と同 
じように改め、年号まで唐のものを 
もらった。 六 五四 年、金春秋が王位 
について 武烈 王と名のってからはそ 
の傾向が；段と強まった。武烈王の 
真意は、唐の力をかりて百済と高句 
麗を滅ぼし、.新羅 j 国に よる朝鮮半 
島の征服にあった。 

だから豊璋の涙は二つの意味があ 


る。 

i つは勿論、 王子として享遇ょさ 
れてはいるものの、人質としての自 
分の身の上の淋しさと望郷の t の涙 
である。 

そしてもぅ I つは、嵐の前の如き 
祖国の運命を案ずる涙でぁった。 

そめ百済王子•豊璋 の目が、いき 
t リぱ一と二つの掌で目かくしされ 
た。 

おどろいてその掌の上に掌を重ね 
た豊璋ば、その手がやわらかな女の 
手てあることをさとつ/ J 0 
「どなたですか」 

軽いいたずらっぽい含み笑いが聞 
こえた。 

目力くしした手にある優しさと、 
ぅっすらとした汗を感じたとき、豊 


璋はその目かくしの主が誰だかさと 

った。 

「額田王、ですか」 

「あたった/」 

目 かくしを はがされてふりかえっ 
た豊璋の前に、いたずらっぽい微笑 
をうかべた額田王の顔があった。 

，「今日もまた、お国を思って泣い 
てらした の？」 

「いや、私は泣いてなど……」 
「うそ」 

額田王は掌をぺ ロリと なめた。 
「ほら、しょっぱいもの。涙が私 
の掌についた証拠」 

そういうといきなり額田王は両手 
をのばして豊璋の首の後へ まわした。 
黒い長いまつげの額田王の目が、豊 
璋の目のすぐ前に来た。 

「百済の王子 さま、お淋しくはな 
いの？お国には、さぞかしお美し 
い思い人がたくさんおありでしたで 
しように . I 

「媛……」 

豊璋は首をめぐらして、まだ見え 
ぬ•祖国の方を向いた。 

その背中に、身体ごとぶつつける 
ようにして額田王は抱きついた。 


「どなたのことを思つてらつしや 
るの？私ょり、ずっときれいな方？ 
私ょりもっとはっきり神の声の聞け 
る方？」 

うすものをとおして、異常に発達 
した 乳房が豊璋の背中で息づ いた。 

もう何年になるたろう。そ^ H にう 
かえる女たちは多かったが、豊璋は 
その女たちには手をふれてみもしな 
かった。.額田王の胸の息吹きと、ぁ 
つい息を後に感じて、豊璋はとつぜ 
ん切なさに胸がふるえた。 

「媛……」 

もう 一度 呼んだ声はふるえていた。 

「ほう、これは大胆な」 

いきなりの男の声だ。， 

「まっぴるま、高殿での相聞でご 
ざいますか」 

.そこには、ほほをゆがめた中大兄 
皇子が立っていた。 

「いぇ、私は、決して」 

豊璋 は、ぁわててひざまずいた。 

「額田王、わしと大海人では足リ 
なくて百済の王子にまで思いをか 
けたのか」 

とたん額田王は大声で笑うと、笑 
いながら階段をおりていく。 


「中大兄様、私は決して額田王と 
は…：•」 

「王子、気， にさ' n るな、あれはあ 
んな女よ。.それより一 

「それより……」 

「王子、 私たちが、船をそろえて 
対島を越え、そなたの祖国へ向かう 
のはいつの日であろうな」 

「な、なんとい われる」 

1瞬、中 大兄の 瞳は、さっきの 豊 
璋の 目の如くうるんだ。それははる 
かなる故郷を眺めるものの甘さを含 
んだ目であった。 

「有間皇子様が牟婁の湯からお帰 
りでございます」' 


するどい光をたたえた童にもどった。 


「長い長い白砂のなぎさがつづい 
て、 その海を渡ってくる風は、可と 
こころよいあたたかさだったことで 
しょぅ。松の緑はしたたるばかりで、 
その緑に白い湯けむひが、まるで天 
女の羽衣のようにたゆとうているの 
でございます0私の物汪ぃ、憂い心 
も、彼の地を一目みただけで直って 


しまったようでございます- 
有間〇子は老いた女帝の前で奏上 
していた。斉明天皇はその一言一言 
にうなずいた。 

「さぞ、美しく、静かな こと だっ 
たでしょう ね。 私もできればそのよ 
うな地で、病んだ心を癒したく思い 
ます」 

老女帝の心は病んでいた"可愛が 
っていた孫の健王が八歳で亡くなっ 
たのである。老いた心からはいつま 
でもそのあどけない笑顔が消えなか 

つた。 

「陛下、ぜひ一度牟婁の湯へいら 
つしやい/ませ。あすこの景色はきつ 


い汗か流れる。あの牟婁の湯で出会 
った不思議な男、弓月の言葉 どおり 
のことをおれはしやべっている。奇 
妙な男だった。あいつと'話している 
となぜかおれに も、' 何かとてつもな 
くでかいことがで きそうな 気がして 
来たのだ。 

父が死んで、当然おれに廻ってく 
ると思った皇位が、中大兄のさし金 


その声に中大兄 SS はもと S い、と陛下 S を S てくれるにちがい 

ありません」 

.言いつつ有間皇子の腋にはつめた 








で、この年老いた女のところへいっ 
てしまった。その怒り、その落胆 I 
いやおれは忘れようとさえしていた 
のに、あの：？月はたくみにおれの心 
に火をつけやがった。 

とはいっても、おれはこの年老い 
た女帝には何の恨みもない。このひ 
とも六十をすぎてからの， M 位をどち 
らかといえば迷惑がっている。 にく 
いのは中大兄だ。すべてを自分の意 
のままに運ぼうとする中大兄だ……0 
「いらっしゃいませ、ぜひ一窆。 
陛下。陛下の傷ついたお心を癒すた 
めにも . 」 

「のう、中大兄、如何なものであ 
ろうのう」 

「ははっ」 

.冲大兄はジロリと有間皇子を にら 
んだ。あの目。人の心の底まで見す 
かすよう な、細い夕月の ような、そ 
れでいて深い色。 

有間 E ; if は身のちぢむような思い 
にうたれつつ、力をふりしぼって言 

、つ0 

「中大兄様も、ぜひ陛 " F と共に。 
いそがしい政務のつかれを とるため 
に」 


とつぜん、中大兄はワハハハハと 
大声で笑つた。そして笑いつつぅな 
ずいた。 

「ょかろぅ。陛下、お伴つかまつ 
りましょう」 

XX-/ 

三 
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いつときざわめいた葦の葉が、し 
ずまつた。しずまつた とみる や、 そ 
こから日の光にかがやくばかりの介 
の裸身が立ち上がつた。 

「額田王」 

男の声がして、葦の間から大海\ 
皇子の顔がのぞいた。 

「お前は、どうして以前の ように 
私に会ってくれないのだ。 たまさか 
会ってくれても、 まるで 流れる雲か、 
急流の水の如くあわただしく去って 


それは男の恨みごとであった。 
「お許し遊ばして、皇子」 

ふざけたように答えた額田王はフ 
ワリとうす絹を裸の上にひっかける 
と葦をかきわけて去ろうとする。 
「まってくれ、媛」 

そのすそをとらえた大海人の手を、 
ふり切るように額田王はかけだした。 





その 姿を、別の葉 かげから食いい 
るように眺めている目があった。大 
きな目玉、それが一杯に見開かれて 
いる。 

「どうなさった、赤兄 どの」 

その男の横に坐ったもう一人の男 
が声をかけた。弓月である。 

「いい女 じゃ」 

目玉の大きい&フ'、赤兄と呼ばれた 
男がうめくようにいう。 

「蘇我赤兄 ——どう だ、中大兄の 
ために殺された入鹿、 蝦夷の 仇をと 
りたくはない のか。 そして蘇 我 一族 
の威光を とりもどしたくはない のか」 

「 . 有間皇子か、 たよりになる 

のかな、あの 男」 

「なる。いや力はない。力は赤兄 
殿、そなた だ。 しかし有間皇子が我 
等の側とすれば、そなたの十の力も 
百になる。そうであろう。蘇我一族 
の 旗 上げは、単なる復警の戦いとは 
ならず、有間皇子をいただく大義の 
戦いとなるからな」 

「うむ」 

蘇我赤兄は考えこむ。 

「それしても . 」 

と考えつついう。 


「いい女じ やった」 

その額田 王は、いま馬と馬との 間 
を歩く。 

「ひィふゥみィ……」 

尻尾の数を数えつつ額田王は歩く。 
そこは白布のひきいる能登軍団の 
駐屯基地であった。 

「百五十一、百五十二、百五十三 


「女/」 

レきなりえり首を あらあらしくっ 
かまえられた。 

「飼しに来た/何 しに 我等の 兵 
力を数えて いる」 

「白布は？」 

「白布？こやつ、隊長の名を呼 
びすてにしおって」 

「白布は 何処？」 

「隊長か？ フン、隊長に会わずと 
もおれがいい目をみさして くれる b . 

兵士はズルズルと額田王を ひきず 
ろぅとした。 

「いいわょ、それでも。だけレ，1、抱 
く前に私の名前だけを覚えておいて」 
「名前？女の名などどうでもい 

いわ」 

「どうでもよくないわ。私の名 i 


額 田王。さ、それでもあんた 抱ける？ 

「ぬ、親甲…：」 

瞬間兵士の手は ふるえる。 

「さ、おつしやい、白布は どこ？」 
兵士はふるえつつ、一方を指さす。 
「ありがとぅ」 

その兵士の口を、すばやく吸って 
額田王は教えられた小屋へ歩む。 

「白布」 

と声をかけよぅとしては一' とし C 
ことばをのむ。 . 

白布は、小屋の中で、玉櫛を抱ぃ 
ていたのだ。 

-あの女……たしか出雲族の…… J 
玉櫛は目をつぶる。その腕にはし 
っかりと清麻呂を抱いている。 

「玉櫛/.おれを見ろ/.白布の 
顔だ/お前の 許婚 者だった 男の 顔 
だ/.」 

玉櫛は動かなぃ。 

「くそっ、お前は、そんなにこの 
おれが憎いか、そんなに弓月が 好き 
か/.」 

声と共に玉櫛を放り出す。小屋の 
隅へころげた玉櫛の手の中で、.しか 
し清麻呂は泣かずにぐっと白布をに 
らむ。 
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「このガキ /•」 

白布の手は佩刀をにぎった。 

「およしな さいよ」 

そこへ額田王が入っていった。 
「何もいうことをきかぬ女を、む 
りやり抱かなくったって』 

「額田王」 

黙って、額田王はするりとう 
すものをおとした。 

「この出雲族の女と、私と どちら 
力すてき？」 

「お前、おれに一体何の用だ」 
「抱いてほしいだけ。この女の前 
で。だけど、抱いたあとで、一寸や 
つてほしいことがあ るの」 

額田王はそういうとわれとわが身 
を白布にぶっつけていった。 

玉櫛は、清麻呂を抱いてうつぶす。 
その耳にいやでも額田王の おし殺し 
たような笑いかとびこむ。それは歓 
喜の笑いであった。 

その中で、玉櫛は、弓月を思った。 

/ N 

「天皇と中大兄は牟婁の湯へいつ 
た。ことをおこすのは今 だ」 

弓月がいう。 


「天皇と中大兄の失政は三つ」 

赤兄もぃぅ。 

「第一、倉を建て民の財を集める 
こと。第二、長い溝を掘っての公費 
の濫費。第三、舟で石をはこび、意 
味のない丘をつくる こと| 

そこは蘇我赤兄の屋敷の高楼でぁ 
る。 

有間皇子は黙ってい.た。いつの間 
にかおれはこの二人にあやつられて、 
しらずしらずおそろしい鼎におちこ 
んでいる。いや、ちがう。これはお 
れがほんとは望んでいたことだった 


弓月がいぅ。 

「まず皇居を焼き打ちし、五百人 
で牟婁の津を封鎖。軍船を出して淡 
路と牟裏の湯をせめる。天皇と中大 
兄の命は、そこで落ちる。さいわい、 
我々の味方には、海人族の塩屋連小 
戈や■魚も参加している。水軍は彼 
ちが用意してくれるはずだ」 

有間皇子はぅなずいた。 

とそのと き、 ボキリ V . 皇子の 
もたれていた脇息の足がおれた。 

人々はさわいだ。これは不吉な前 
兆である。 

一やめようではないか。今日はこ 


れ くらいにしておこう I 

赤兄もいった。 

「まて」 

弓月はとめる。たかが木の足が偶 
然折れただけだ。 ことは 急ぐ。今日、 
今、すべてをきめて、兵を挙げなけ 
れば……」 

「いや、すべて ものごとには 吉凶 
がある。不吉な ことのおきた日に、 

旗上げの相談などはすべきではない」 

塩屋連小戈がぃって坐を立った。 
「皇子/.」 

弓月は叫んだ。 I 

しかし、有間皇子もまた坐を立っ 118 
ていた0-1 

その夜、月はなかった。 

一番最後に高楼を出た弓月はほっ 
とため息をついた。いまはじめて弓 
月の心にくらい影がさしたのだ。 

と、その目に、闇をうごく白い影 

がうつった。女だ-それだけを見 

て弓月は歩み去った。女 —— その顔 

を見ておけば、あるいは . 。その 

白い影こそ額田王だったのだ。 

額田王は、縁に立つ赤兄に外から 
よびかけた。「あなた」と親しげに 


のかもしれぬ。 








「あ、お前は …… J . 

「私のからだを上げてもいいの。 
その代わり一寸した証人になってさ 
ぇくれれば」 

「証人に？」 

「そう、有間皇子の こと」 

赤兄は、胸をつかれるょうなおど 
ろきにおそわれた。しかし、そのお 
どろきは、目の前の白い女を抱ける 
という喜びにかわっていった。 

£) 

/(\ 

寺の縁の下で弓月ははねおきた。 
どどっとい う騎馬の走る音を きいた 
からである。 

「しまつた」 

騎馬の群れは明らかに有間皇子の 
屋敷へ向かっていた。 

弓月はかけた。その弓月の目の前 
にくりひろげられたものは、おびた 
だしい騎馬の群れにとりかこまれた 
有間皇子の屋敷の姿であった。 

弓月の手が目に もとまらぬ 早さで 
うごいた。 小さな 鉄の針が前後左右 
にとんで、馬がはげしくあばれた。 
「皇子/.」 

有間皇子はすでにとらわれの人で 


ぁった。 

その皇子めがけて、弓月は一散に 
かけた。 

「弓月/.」 

白布の声でぁった。 

ふりかえった弓月は見た。白布の 
胸にしっかりと，つかまえられた清麻 
呂と玉樹の姿を。 

「一歩でも動いてみろ、この二人 
の命はないぞ/•」 

白布の佩力はピタリと玉櫛と清麻 
呂の胸をさしていた。 

「弓月/」 

玉櫛はさけんだ。 

-私は殺されても、皇子を、皇子を I 


「ほほう、けなげな女だ。出雲族 
の女はすべてそうか」 

「白布、卑怯者/」 

弓月の声に白布の爆笑が答える。 
「どうした弓月、かかってはこん 
のか」 

「弓月、皇子を/」 

玉櫛は叫ぶ。 

「弓月」 

別の静かな声であった。' 

「私はいい。女と子どもを肋けて 

やれ」 

「皇子/.」 ： 

弓月の手の佩刀がからりと落ちた。 
「ひき上げイ/」 


白布は叫んだ，。 

「そして、牟婁の湯へ.急ぐの だ」 
とどつ、能登軍団は走りはじめた。 
「またしても、中大兄に……」. 
ガックリと弓月はひざを折つた。 

その頃、蘇我赤兄は、額田王を抱 
くょぅにして別の道を、牟婁の湯へ 
急いでいた。 

\)/ 

六 
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，磐代の浜松が枝を引きむすび 
，真幸くあらばまた還り見む 

家にあらば筒に盛る飯を草ま11 
くら旅にしあれば推の葉に盛る一 

時に六五八年十一月八日、有間皇 
子は中大兄に残されているかもしれ 
ないわずかの温情に期待しつつこの 
ぅたを詠んだ。 

しかし、十一月十一日、.中大兄は、 

有間皇子を藤白坂(和歌山県海草郡)' 

で首を絞めて殺した。 

有間皇子、十九歳。_ 

(つづく) 





東真一郎 

え • 水木しげる 


こんなロ ータリーを書くのも仲々大 

変で . ぼくは仕方なく、 きらわれ 

ながら 某大家 一？}の宅を訪問した。 

某大家はぃう。 

「ぼかあ大会社からやたらに高い原稿 
料をふんだ くるの が趣味なんだが、不 
思議なことにあまり々ンゲキがないな。 
ところが三百円位の菓子を もらう と々 
ンゲキするんだなあ。片 ?* で重いケ I 
キを もらつたからと いうので手に もづ 
て歩くのはエネルギー的にみて五千円 
位の报だろう。しかし、ぼくの心は卜 
ク したと いう"原始本能"が満たされ 
ているんだな。 

家にもってかえって子供たちが食べ 
た残骸を見るとはじめてそのバカらし 
さに気づくが、不思議と品物をもらう 
とうれしいんだな。これは最近の大き 
な発見だと思うよ。 

ぼくは昔、金持(少くともめしを充 
分に ft ベているもの)は品物をもらつ 


ても菁はんだろうと思っていた。喜ぶ 
のは貧乏人だけだと思っていた。 とこ 
ろが そうじ ゃない。品物は大きければ 
大きいほどびっくりして充実感にひた 
るね。そのあとで筘を挤てるのにもの 
すごく苦しむ けどね」 

——それはあんたが長い間貧乏され 
た習慣が残っているからじゃないです 

か？ -ぼくは失礼だと思ったが聞 

いてみた。 

「いや、そうでもないね。人間の本能 
的なものだよ。ぼくはアシスタントに 
金をやったり、自分で使ったりするこ 
とはおしくないが、二年前アシスタン 
卜に古ストーブを二，つやったことがあ 
る。安いものだけど、なんだかそれを 
手ばなすとき自分の内臟を一つ失った 
ような気持になったね。ぼくはそのと 
き自分の慾の深さに(いや人間といっ 
た方がいいかもしれない)おどろいた 
けどね。だからぼくは、最近になって 
わかったよ。商売人がやたらに品物を 
やったりする気持がそれまでわからな 
かったね」 

0 

-あなたは墓に小便をかけるとその 

小便を通してそこに埋められている死 
者が何者であるかわかるという話でし 
たが、最近もやはり墓に小便をひっか 
けておられますか— 

「いや最近はだめだ。忙しさでカンが 


任ったということもあるが、最近墓地 
が^理され、されいになったため、小 
便をして死者の声を聞くといった気分 
になれないね■先日も、昔の無縁仏の 
埋めてある墓[:行ったがゼンゼンだめ 
だったね。余リにきれい/に： g 除されて 
いたため気分が出せないんだ。 

墓と対話するにはやはリ草なんか生 
い茂って相手の霊がそこら辺で遊べる 
ようにしておかないといかんよ。 

まあこれはゥソのような話で、みな 
，へんに思うかもしれんが、ただそう感 
じるんだな。だからこれからさき科学 
が発達したらなにか死者との連絡方法 
も解明され、ぼくの感じもうそでなか 
つたと.いうことになるだろうと S うが 


〇 

「偉い教育者やジャーナ リストが なに 
か人生が有意義で素晴しいようなこと 
をいうからみんな勘違いするんだな。 
それもエラィ人がいうからよけい勘違 
いするんだよ。それにシケン、ぼくの 
体験ではこれほど世の中を暗くしてい 
るものはないね。家族も世間もシケン 
の成績が悪いと幸福をつかみそこねる 
ようなことをいうんだな。だから本人 
もシケンに何回も失敗すると一生幸福 
が訪れてこないような気分になるんだ。 

ところが、 もともと 幸福なんて、言 
葉だけしかないものなん，だ。いつまで 


たったってやってこないはずだよ。ぼ 

くをみたまえ。每日毎日、寝る時間も 
充分に許されない生活なんだ。紙芝居 
時代からこんな生活なんだ。ぼかあこ 
れから無意味な生活をしようと思うん 
だ」と某大家は煙草を喫った。 

〇 

「金ができたら山の中に一軒家を建て 
山へ柴刈りに行ったり、川へ洗濯に行 
ったり、虫を焼いて食った リ 、こんな 
生活を しようと 思 うんだ。 ®:始的な生 
活 こそ最高 だよ」 

ここで雑誌の編集者がきてあたふた 
と帰る。氏は言葉を続ける。 

「人間は無意味なことをして、酔生夢 I 
死するように作られているんだ。有意12 
義なことをしようとするから人生が苦一 
界になるんだな。無意味こそ最高だよ、 

"神の声，だよ……_ 







